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??? ? ? ?〞 ?? ???
??????? ? ??? ?
平 均 270.80 107.0 59.96土6
(bGOO/o)
2. クズとコムギの泣合食の切令の消化率 (8月1日
-8月8日の7日間)を約2茨に?T(す｡
考 察
実験材料が少なく,抑rLi】がBiかったために.一応の目
安を得たにとどまった｡また,コムギの消化率に関して
はコムギとクズの配介食から計井したが,これについて
はヲ;･千の問題が残っており.今後コムギのみを投与した
ときの消化率な山す必要があろう｡しかし,この括Rtか
ら.ニホソザルの消化率について,一応の見当をつける
ことが可舵である｡とくに,粟(クズ)と穀粒(コムギ)
との問に消化率においてかなりな差があることは注目し
てよい｡hominizationの過程において,サル折が森林か
らす,:ソナ-進出したことのm変性が指摘されている｡
その中で,雑食性の控得が一つのm璽な項目とされてい
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